




 

 DMP 児の脊柱変形は歩行不能時からの進展が急速であり、又その後構築性の

ものへと進んでいくことが知られている。このような脊柱変形に対する予防策

としては歩行能力の維持延長をはかることが重要であると思われる。又歩行不

能後もできるだけ起立姿勢を維持することが、感覚運動系を介し姿勢調整に役

立つものと思われる。このような見地より昨年は市販の起立台を使い歩行の安

定性やスピードについて改善がなされることを確かめた。本年は市販の起立台

が膝や胸部を抑制帯などで固定して起立させるので、それを一歩前進させスタ

ビライザー型式の起立台を 10 台試作した。(図 1) 


